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第二種郵便物承認 HSK通巻 6001号 2025年 2月 8日発行

昨年の能登半島地震発生から1年が過ぎましたが、復興は中々進

まず被災された皆さんは不安な日々 を過ごしておられることと心

を痛めております。まだまだ寒い日が続きそうで、更にインフルエ

ンザやコロナの感染も広がっています。会員の皆さん、お子様方の

体調には十分ご注意下さい。

さて、各地で地震や豪雨などの災害が起こつています。

「石川県重症心身障害児賭 )守る会」として災害に関する学習会

を計画しました。「命を守るためには日頃よりどんな準備や心構え

が必要なのか」実際に体験された方のお話も参考にしながら考えて

いきたいと思います。

ぜひ多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

HSK

会 報  「石 メII守 る会 」 NO。 ■08

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者)を 守 る会
全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者)を 守 る会
石 川 県 支 部   会 長   永 井  一 郎
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「防災学習会」の開催について

テーマ ～能登半島地震から学び、より確かなつながりを～

趣 旨  昨年は元日の能登半島地震、 9月 の豪雨と能登に甚大な被害を及ぼした災害が

続きました。お亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りするとともに、被

災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

その後も各地で災書が発生しています。特に地震はいつ、どこで起きるかまだ予

測が困難な状況です。「石川県重症心身障害児(者)を守る会」でも子どもや自タ

身の命を守るためにはどんな対策が必要なのか、発生時にはどう行動すべきかな

どについて学びたいとの思いから学習会を計画しました。              |
災害発生時の病院の対応、個別避難計画、能登で被災された在宅の方の体験談、   ,

昨年 11月 に行われた「さくらんぼスマイル」の防災ディキヤンプの様子などをお

聞きして学び合いたいと思います。

言己

日 時   2025年 3月 2日 (日 )  13:30～ 15:30

場 所   医王病院 管理棟 3階 大会議室

内 容  。医王病院における能登半島地震の支援活動 。その後の取 り組み

医王病院第 2診療部長  丸箸 圭子氏
・能登半島地震被災者の方からの報告(動画)

石川守る会 永井 陽子氏

・意見交換

尚、学習会には「守る会」の会員だけではなく、入所、通院、デイケア(シ ョートステイな

ど医王病院を利用されている方のご参加をお待ちしています。

石川県重症心身障害児(者)を守る会

会長  永井 一郎
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「石川県重症心身障害児緒 )を守る会」は来年創立 30周年を迎えます。

今までの歩みを振り返ってみましたし

1996年 (平成 8年)7月 27日 「石川県重症心身障害児鰭 )を守る会」結成

会長 益子 佳苗氏  副会長 山本 衛氏  越坂 由紀子氏
○ 巡回療育相談の実施 1997年～2002年まで 5回実施

´

能登地区、金沢地区、加賀地区各地域の児童相談所職員、医王病院・七

尾病院の院長、全国守る会職員、石川守る会役員などのスタッフで重症

心身障害児者の相談に対応した。   ^
○講演会及び学習会の実施

・横浜訪間の家「朋」の施設長 日浦美智江氏による講演会
・石川県厚生部障害福祉課長 橋手信次氏による講演会  .
・成年後見制度についての学習会を4回実施
01999年 (平成 11年)8月 1日  参加者 85名
全国重症心身障害児緒 )を守る会 石川県支部結成大会
来賓祝辞 。会員Jの承認・役員の承認・記念講演(石川県厚生部障害福

祉課長 稽手信次氏)
○レスパイ ト事業「ハートポッポ」開始・・毎月第 3日 曜日

○介護交流セミナー実施

シンポジウム14~り |1県保健福祉部障害福祉係長、社会福祉士、石川病院小

児科医師、作業療法士)

福祉車両、福祉用具、車椅子、バギー車、座位保持装置等展示・試乗

○感覚的体験プログラム

音楽療法、車椅子ダンス、スヌーズレン、コンサート、レクリエーシ

ョン、ハーブえんそうとお話

○集団療育キャンプ  かんぽの郷12005年 11月 12日 ～13日 )
02006年 (平成 18年)7月 2日   参加者 69人
「石川県重症心身障害児(者)を守る会」結成 10周年記念大会

来賓祝辞・活動報告・記念講演(厚生労働省障害保健福祉部課長補佐

杉江拓也氏)

○保護者研修会  食事指導について レクリエーション実技
○第 19回東海・北陸ブロック大会  2007年 11月 17日 ～ 18日
金沢市女性センターにて実施  参加者 216人
基調講演 横井内科小児科医院院長 横井 透氏
金沢市福祉施策発表 金沢市障害福祉課長 不破 哲氏
シンポジウム 石川県健康福祉部 担当者、金沢市福祉健康局今寺課長補佐

医王病院療育指導室馬場室長、保護者 表氏、山岸氏
○ハートポッポ・・ loo回を迎える

V
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○集団療育キャンプかんぽの郷 2009年 10月 31日 ～ 11月 1日 )
○「重症心身障害児 (者)の在宅支援について考える会J実施
2011年 (平成 23年)1月 22日 医王病院 ディケア棟

○昼食・交流会  2003年 (平成 15年)から年 2回実施
在宅・入所・賛助会員などが集まり、食事をしながら楽しく交流して

います。

○手作り誕生日カードの送付

会員のお子様に毎年手作りのカードをお送りしています。在宅のお母

さんが集まって制作しています。

○石川県障害者ふれあいフェステイバルに毎年参加・出店しています。

山本さんのお知り合いの工場から靴下を大量に提供して頂き、安価で

販売しています。フェステイバルに参カロされているみなさんにも好評

です。

○毎年全国大会や東海・北陸ブロック大会に参加しています。

○集団療育キャンプ かんぽの郷 (2011年 10月 29日 ～ 30日
○ドキュメンタリー映画「普通に生きる～自立をめざして～」上映会

2012年 11月 18日  石川総合特別支援学校
参加者 160名          

′

○第 25回 東海・北陸ブロック大会  2013年 11月 16日 ～17日
金沢スカイホテルにて実施

基調講演 テーマ重い障害のある子ども達のいのちを見つめて
講師 東北大医学部准教授 田中 総一郎氏
パネルディスカッション

「世代を超えて子どもたちの今そして未来を考えよう」

次号に続く

編集人  石川県重症心身障害児賭 )を守る会
連絡先  920-1154石川県金沢市太陽が丘 3‐ 19

Ъ076 221--6822

会長  永井 一部
発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価   30円
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